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　　　　　　　　　　　　　　 【要　約】

　公 共 性 とは 、 各個 人が 各 自の 社会生活を営む 過程で 、 〈私〉の もの と して

蓄え た もの を、
一

定 の ル
ー

ル に も とつ く他者 との 相互 作用 関係 の なか で 、 言

説と行為 として 表出す る と こ ろ の 、公開的な社会空間で ある 、と定義す る。公

共性 の 類 型 と して 、 市民 的公 共 性 、 公的公共性、そ して 共 同体的公 共性 を提

示 し、 これ ら三 つ の 公共性の 関係 につ い て 論 及す る 。

　市民的公 共性 は、 多様な ア ソ シエ ー シ ョ ン個体 群 か ら形成 され 、 「市民 社

会」 の 基本的構成 要素を なす 。 こ の 市民社会 は 、非市場経済的 （非営利 的）、

かつ 非政府的な ア ソ シ エ ー シ ョ ンか らな る と い う点で 、 そ れ は 労働 ・資本 ・

商品な どの 市場 に よ っ て 方向づ け られ る 資 本 主義社会 と し て の 「市民 社会」

とは 異な る 。本論で 用い る市民社会概念は 、 資本主義社会にお ける非資本主

義的構造 と して の市 民社会で あ る 。

　民主 的国家にお い て は、国家 は言論 の 府 と して の 国会を とお して 公 的公 共

性 を形 成 し、 官僚制機構 をとお して 公 的公共政策 を遂 行 し 、 国 民 生活 に大 き

な影響 を与え る 。 しか し 、 日本 の 場合、 こ の公的公共性 と市民的公 共性 との

関係 に 対 して 、共同体的 公 共性 が介入 し公 的公 共 性の あ り方 に 大き な影響 を

与 えて い る 。

　 しか し 、 歴 史の 大き な流れ は 、公権 力と結びつ い た 共同体的公 共性が 、 市

民革命や 市民運 動 を とお して 、個 人 の 人権 と生命 の 尊重を基盤 とす る 、 自由

で 平 等主義的な 市民 的公共性 へ と転換 して い く方向 にあ る。こ の 転換 を可 能

にす る の が 、 ア ソ シ エ ー シ ョ ン 革命 で あ り、 ボラ ン テ ィ ア活 動で あ る。
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ワ
ー

ド】

公共性の 三 類型、市民社会、法の擬制、 ア ソ シ エ
ー

シ ョ ン 、 ボ ラン テ ィ ア活動

1． は じめ に　 一
公 共性 の定義 とホ モ ・ボラ ンタ ス

　公共 性 とは何か に つ い て は 、 語源的 に 、 また哲学、思想史、歴 史学、そ し

て 社会科学 の 立 場か ら論 じ られ て きた（佐 々 木 ・金 ）。 そ れ らの 学説 を踏 ま え

て 、 公共性 に つ い て の 一 般的な 概念規定 をす る こ とは筆者 に と っ て は荷が重
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す ぎる課題 で あ るが 、 さ しあ た っ て 、 こ の 拙論で は暫定的な （修正 可 能な）

定義を次の よ うに して お こ う 。

　 「公共性 とは、各個人が 各 自の社会生活 を とお して く私〉の うちに 蓄 えた も

の を 、

一 定 のル
ー

ル に も とつ く他者との 相互作用関係の な か で 、 言説 と行為

と して表出する と こ ろ の 公 開的な社会空間 を言 う」。

　 公 とは私 の もの を外 に 開 くの 意味で ある 。公 の ム は 囲む の 意味、す な わ ち

私の もの とい う意味で あ る 。 私 の 禾 （の ぎ へ ん ）は 穀物 の 穂が た れ て い る 形

を表 して お り、そ の 穂 を囲 （ム ）む とい うこ とが 私の 意味で あ る。 公 とは私

の もの として 囲んだ もの を 外 に 開 くの 意味で あ る 。 私 の 内に あ る もの を 人が

言説 と行為 と して 表 出す る 公開的な 社会空間 に お い て 、 人々 の 様々 な思想 、

関心、利 害、問題 に つ い て 言論 空間が 形成 され、多様な論点が 明 らに され 、 そ

れ に つ い て の 論議が交わ さ れ る こ とで 、 多様な意見や 世論が形 成 され 、行 動

の た めの 連帯が 多様 に形 成 され る 。 こ こ で 言う公開 的な言説 と行為の 空間 と

は 、 要す る に く社会〉 の こ とで あ る 。 社会 は 紛れ もな く公 共 空 間で あ る 。

公 共 空間で は く私〉 は、公的市民 と して
一一

定の ル ール に も とつ い て 他者一
般

に 開か れ て い る 。

　た とえば、私 は学習 を とお して 身につ けた知識 を、教師 と して 学生 に講義

す る こ とで 、 外 に 開 く と い う こ と 、 つ ま り知識を 公開す る こ とを職業と して

い る 。 もち ろ ん 、 これ は ボ ラン タ リー行為で は な い 。 職業的行為 と して 俸給

を得て 生活 して い るか らで あ る 。 しか し、教師 とい う職業は、私の 所有物で

ある知識 を第三 者で ある 学生 に講義 として 外 に開 くの で ある か ら、それ は社

会的な 、 ある い は公共的な もの と して 、 狭い 範囲で は ある が公開 され る の で

あ る 。 そ うする こ とで 私 自身が 高 ま り 自己 実現 す るわ けで あ る 。 要す る に、私

は私 を外 に 開 く こ とに よ っ て さ ら に私 を豊か にす る こ と が で き る の で あ り、

こ の 意味で 私と公は往復循環 を して い る の で ある 。

　国家は、人々 が努力して 得た 私的収入の
一
部を法権力によっ て税金 として

国庫 に納入 させ る 。 つ ま り国家は まず人 々 か ら徴 収 した税金 を国 の 金 庫 に 囲

い 込ん で 国有財産 と し 、 それ を予算 と して 再配分 して 外 に 開き、さま ざまな

公 共 政策を遂行す るの で ある 。 もちろん 、 こ れ はボ ラ ンタ リー な活 動で はな

い 。 な ぜな らば 、 国会議 員 も公 務員 もわ れ われ の 税金か ら報酬 を受けて い る

の で あ り、 職業 と して そ れ ぞれ の 仕事を行 っ て い る の で ある か ら 。

　さ らに利益 の 追求を第一
次 的 な 目的 とす る私企業の 行為は ボ ラ ン タ リー活

動で はな い し、そ こ に勤め る勤労者の 労働も もちろ ん ボラ ン タ リー活動で は

な い 。 しか し 、 企業は 生産物や サ ー ビス を商品 として 外 に 開き売 る こ と に

よ っ て 収入 を得 る の で あ る か ら、 そ こ に外に 開か れ た市場圏が 成立 して い る

の で ある 。
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　 ま た、親が 子供 を愛 し子 供が 親の 面倒 をみ る 行為 は、家族愛で あれ、そ れ

を ボ ラ ン タ リー 行為 とは 言わ な い 。 普通 、 家族の 生活 空間 は外 に 開か れ て

い な い プライベ イ トな私 事 に か かわ る私 的空間 で あ っ て 、公共 空 間 とは 言

わ な い 。

　家族あ る い は親族関係の 領域は私的領域 として 、 そ して職業領域は公的領

域 と して 考え られ て き た 。 しか し、 こ の 二 つ の 領域 はボ ラ ン タ リ
ー

な領域で

はない 。 定義上 、こ れ らの 領域で の 行為は ノ ン ボラ ン タ リー な行為で ある 。 人

は こ の 二 つ の ノン ボ ラン タ リー な領 域 に関連 して 生 き て い る で ある 。 こ こ に

生活基盤が あ る とい っ て よ い 。

　しか し、 人 は ボラ ン タ リー な人間 （homo 　voluntas ）と して も生 き る。 今

日、 ボラ ン タ リー な 人 間の 活動が社会的に 注 目さ れ、か つ また 日本にお い て

もよ うや く社会科学 の 研究対象にな り、 法的 に も活動 じた い に市民権が 認め

られ る よ うに な っ て きた 。

一
人 の 人 間は、家庭人 、 職業人 、 有権者、納税 者、

消費者、そ して ボラ ン テ ィ アな どと して 多次元的な 世界 を た えず移動 し なが

ら生 きて い る こ とに 関心 が 向 け られ るよ う に な っ て き た。ボ ラ ン タ リ
ー な

人 間活 動 こ そ 、 も っ と も広 く社会 に 開 か れ て い る と い う意 味 で 公 共的活動

で ある 。

2． 市民的公共圏 と公 的公 共 圏

　 〈私的個 人〉の 生活 の 充実 ある い は 自己実現 は、公共性の 充実 に ある と も

言 え る 。 こ こで 私的個人 とい う用語 を もち い る の は、
一

人
一

人 の個 人 は そ れ

ぞれ 固有の 特性 を も っ て い て 他者 と区別 され る存在 で あ る こ とを強調す る た

め で あ る 。 そ の こ とを前提 に して 公共性 に つ い て 考え る とき 、 さ しあ た っ て

市民的公共性 と公的 （国 家）公 共性 につ い て 論 じる こ とが 必要で あ る 。 こ の

2 つ の 公共性 は、 われ われ の 社会生活 にお い て 複雑 に絡ん で い る 。

　民 主 的 国家にお い て は 、私的個人 の 生命お よ び財 産 、 そ して 思想 ・信条 ・

言論の 自由、そ して結社 の 自由とい う基本権は憲法に よ っ て 保障さ れ て い る 。

国 家は こ の 基本権 を守 る義務 を 負 う 。 こ れ らの 基本権 に よ っ て 国家権 力か ら

自由に 、

一 定の ル
ー

ル に もとつ く言論 と活動 （言説行為 と実践行為）をとお

して 、私的個人が相互 に 自己 を外に向か っ て 表出す る と きに は 、 私 的個 人 は

市民 と して 行動 して い る の で あ る。市 民的公共圏 に お い て は個人 は 言論 と活

動 を とお して 市民 にな る 。 私的個 人 の 成長は 、そ の 私的個 人 を言 論 と活 動 に

よ っ て 外 に開 くこ とで 可能 に なる 。

　具体的 に は、私的個 人が 市民 と して 自己表 出さ れ るの は、共通の 関心や問

題意識に よ っ て 結び合 う人 々 の 関係 の ネ ッ トワ
ー

ク と して 形成され る くア ソ
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シエ
ー

シ ョ ン〉を とお して で あ る。市民的公共 圏は、多種多様なア ソ シエ
ー

シ ョ ン 個体群 に よっ て 構成 され て い る 。 ア ソ シ エ
ー シ ョ ン に つ い て は後述す

るが 、そ の 基 本原理 は く 自立 と連帯 の統合 〉で ある 。 ア ソ シ エ
ー シ ョ ン は 自

立 した個 人間の 連帯 と して 形成 され 、 そ こ で は私的個 人は 同時 に市民 と して

現れ る 。

　 こ の 文脈 に関連 して 言 えば、 ア ソ シ エ
ー

シ ョ ン個体群 （population ）が 、

ボラ ン タ リー ・セ ク タ ー を構成す る 。 トク ヴ ィル 、 あ る い はハ
ー バ ー

マ ス の

ア ソ シ エ
ー

シ ョ ン論にそ く しれ言 えば 、 それ は 「市民社会」 （civil 　society ）

の 基本的構成要素で ある 。 こ の 市民社会は 、
「欲望 の 体系」と して の 「ブル ジ ョ

ア社会j ある い は 「資本主義社会」 と して の ヘ ー ゲ ル ＝ マ ル ク ス 的な経済 中

心 の 「市 民社 会」 とは 異な る こ とを、 こ こ で は ひ と まず指摘 して お こ う 。

人 は、 述べ た よ うに多元 的な複 数の 役割を担 う人間 とて 生 きる の で ある が 、

ボ ラ ン タ リー ・セ ク ター ある い は そ の ア ソ シエ
ー シ ョ ン に お い て は 、 ホモ ・

ボラ ン タ ス と して の 役割 を遂行す る 。 ホ モ ・ボ ラン タス （広義 の 意味で の ボ

ランテ ィ ア）が 市民 的公共 圏 を構成する 。

　さて 民主的国家 に お い て は 、 国家 を形成す る 基本原理は主 権在民で あ り、

民主主義で あ る。議会制 民主 主義 に お い て は、複数の 政治的ア ソ シ エ ー シ ョ

ンで あ る 各政党は 選挙 にお け る論 戦 を とお して で きるだけ多 くの 議席 を獲i得

しよ う とす る 。 選挙で は市民 的公共圏 は論戦 の 劇場 と化す る D そ して 多数 の

議席 を獲得 した 政党 が政権 を担 うの で あ る。

　国 会は選挙 に よ っ て 選 出され た議員に よ っ て 構成 され る 。 そ して 国会 に お

い て 政党間 に お い て 論戦が 交わ され る こ と によ っ て 、 最終的 に は多数決 に

よ っ て 、多 くの 法律やそ の 他の 議案が 可 決され る 。 国会は 立法府 と して 政府

与党 の 提出す る 法案 を中心 に政党間で の 論議 を とお して 法律が 制定 され 、 そ

の 制定 され た実定法 に も とつ い て 政府の 政策が官僚制機構 を とお して 執行 さ

れ る の で あ る 。 国会議員は国 民 の 信託 を受けた国民の 代表 と して 、国会の 論

戦 に参加 して 言論 の 公共 圏 を構成す るの で ある 。 国 会 にお ける 論戦 を とお し

て 最終的に は多数決 に よ っ て 制定 され た 法律 によ っ て 国家の 政策が 官僚制機

構 を とお し て 遂行 され る プロ セ ス 全体 を公的公共 圏 と規定しよ う。

　 こ の 公的公共圏は 市民的公共 圏にお け る選 挙 を とお して 議員 が 選ば れ る の

で あるか ら、 この 2 つ の 公共圏は 相互 に 関連し相互 に影響 し合 っ て い るの で

ある 。 しか し、国会 と い う公 的公 共 圏で決 定 され た政府の 公共政策は、公的

権 力を ともな う官僚制支配装置 と い う国家権 力に よ っ て 遂行 され るの で、言

葉の 正 しい 意 味 にお い て は 、 公的公 共 圏 は論議を とお して 法律や 政策が 決定

され る過程を言い、政策の 執行過程は、公 的公 共 圏 に含め な い ほ うが 妥 当か
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も しれな い が 、 しか し この 両過程 に対 して 、た えず 批判 的な 市民的公共圏 を

立ち上 げ る こ とが で き る こ とを考 えれ ば 、 政策 決定か ら政策執行 ま で の 全 過

程 を公的公共圏 と捉え る こ とが で きよ う 。

　した が っ て 、市民的 公 共 圏 と公 的公 共 圏 はそ れぞれ独立 した公共 圏で あ る

と考え る こ とはで きな い 。 と りわけ 、 市民的公共圏を立 ち上げ る私的個人 の

生活 も 、 かれ らの 生活 の 根拠 に な っ て い る地域社会 （コ ミ ュ ニ テ ィ ）も公的

公 共 圏の 政策 に 大き の 影響 を受 けて い る 。 と りわ け福祉 、 医療 、 教 育な どの

面で の 公共 政策 の あ り方 に大 きな影響 を受 けて い る の で あ る 。 そ れ ゆえ に

「私 的な もの の 充実 は、公的な もの の 充実で あ る」とい う論点 は無 視 しで きな

い。私的な 生活 は、良 くとも悪 く とも公 的公 共 圏 に よ っ て 影響 を受 ける の で

あ る 。 しか し、 市民的公共 圏で の 政党間 の 政治的論戦 を とお して 、 だれ を議

員 と して 選 ぶ か とい う判断 を市民 がす る の で あ る か ら、市 民的公共圏が公 的

公共圏 の 構成 を決める と言える の で ある 。 それ の みか、市 民的公共圏にお い

て は 、 政治的領域の み な らず、 さまざ まな 領域で の 市民の ボラ ンテ ィ ア活 動

一 NPO ，　NGO ，
そ して 反原発 運動、環境保 護 運 動 、 人権 擁 護 運 動 な ど、 ざ

まな 社会運動に 参加 して 活動する 人た ちを 、 こ こで は ボラ ン テ ィ ア概念に含め

る
一

が 行わ れ、これ らの 活 動 や運 動が、多 かれ 少な かれ 政治 に影響 を与え 、

公的公共 圏の 論戦に影響を与えるの で ある 。 政党政治 におい て は、 政府与党

の 政策 に 対 して は反 対 意 見、反対 世論が つ ね に 政府 の 公共政策 の 「図」 に対

して 、 対抗的な 市民的公共圏の 「地」 と して 存 在 して い るの で あ る 。

　 した が っ て 、市民的公共圏 が公的公共 圏で の 論議に 、 そ して 国 家の 行 う公

共政策 に影響 を 与え る と同時に、国 家の 公権力が 市民的公共 圏 の 活動に さ ま

ざまな影響 を 与える こ とを考察 しな ければ な らな い 。

3 ． 日本社会の 中間集団 の 二 重構造

　現 代に お ける 「市 民社会」 を論 じる 場合、市民的公共圏 につ い て それ だ け

を孤立 させ て 論 じる こ とは不 可能 で あ り、公 的公 共 圏 との 関係で 論 じる こ と

が 必要で あ る こ とを示 して きた 。 もう一
つ の 問題 は市場化 され る 市民社会 と

い う視点 か ら公 共圏 の 問 題を論 じなければ な らな い が、そ の 前 に わ が 国の 場

合は 、ボ ラ ン タ リー な市 民活動の 対極 一 現実 に は連続 して い る が
一 と し

て 特徴づ け られ る 、 政治権 力 につ な が る ノンボラ ン タ リ
ー

の 中間団体 の つ く

る社会の 位相 に つ い て 考察す る 必要が ある 。

　わ が 国 に は なお 、特定 の それ ぞれ の 各界 一 政界、官界、産業界の みな らず、

マ ス コ ミ、労働界、学界、医師会、宗教界、農業 団体、公益 法人 な どな ど
一

の 既得権や 利権 や 制度 の維 持 ・拡大 を 目的 と し、 そ の た め に政 治権力 と 繋
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が っ て 政 治権 力 の 支持 基 盤 とな り、政治権 力を利用 する 多 くの 利益団体 と し

の 中間 団体が 存在 して い る 。 これ らの 団体は、討議倫理 と公開性 とい う点で

は 、公共性原理 で はな く、 共 同体 原 理 に も とつ い て い て 社会
一

般 に は 閉ざ さ

れ て い る か ら、 公共性 と い う言葉の ミス リ
ー
ディ ン グにな るか も しれ ない が 、

こ こ で は それ ら を 「共 同体的公 共性」 によ っ て 特徴 づ け られ る 中間団体で あ

る と規定 して お こ う。

　 い まな お、多 くの 研究者は 、 日本社会 を 「市民社会」 として 特徴づ け る よ

りは 、
「同調社会」 あ る い は 「共同体社会」 と特徴づ けて い る 。 ボ ラ ンテ ィ ア

活動の 「危 うさ 」 を論 じる研 究者は 、ボ ランテ ィ ア活動は、やや もすれ ば こ

うした共 同体的な 、 そ して 国 家主 義的な公共性
一

討議倫理 に基づ か な い 国

家権 力に よ っ て 上 か ら授与 さ れ た公 共性 一
に結果 として貢献 す る こ とにな

る の で はな い か と批判する 。 国家 に よ る 「ボラ ン テ ィ ア 動員論」 「ボ ラ ン テ ィ

ア 育成 論」 な ど、 日本社会 に は 「お 上」 に よ る ボ ラ ンテ ィ ア の 管理 ・指導が

い ま もなお あ る 。 官民協力の NPO やNGO な どの ボ ラ ンテ ィ ア ・セ ン タ
ー

は 、

結 局 は官僚の 天下 りの 機 関 にな りが ちで あ る 。 こ うい う現実 の うち に、 日本

社会が な お 「同調社会」で あ り 、
「共 同体 社会」 で あ る と見 られ る 根拠が あ る

（井上 ，
2001 参照）。

　他方で は、 日本 の 「共同体社 会」 を肯定的に 理解す る研 究者 もい る 。 共 同

体 の 位相 には、 なお 国民が守 る べ き 「美徳」 ある い は 「共通 善」 が あ る と主

張す る 。 家族愛、国家愛 （ナ シ ョ ナ リズム ）、上下関係 の 秩序な どが 共 同体社

会 に は あ り、それ らの 美徳 の 喪 失が 、さ まざまな 社会 問題 を生 み 出 して い る

と考え られ て い るの で ある 。

　共 同体社会 の 基本原理は イ 工 原理 で あ り、そ れ は家父 長制で ある 。 それ は

国 家か ら地 域共 同体、 家族、 個 人 まで を統治 して い た支配原 理 で あ っ た 。

イエ 共 同体 の 原理 が公 共性 の 原理で あ っ た 。 共同体 に は 、 私的個人 の権利 、

人 権は 存在 しな い 。共 同体は実体概念で あ り、個人は 名 目概念で あ り、すべ

て の個 入は共 同体の 反映で あ り、 個 人は厳 し く共 同体的規制に よ っ て 拘束 さ

れ て い る。個 人 も別 の 世界が ある な どとい う考え に は及 び もつ か ない 。 私 は

すべ て 公 の ため に存在 した。滅私奉公で あ る。そ こ で は 、異質で 多様 な個人

で は な くて 、同質 的 な個 人 しか存 在 しな か っ た 。 戦前 の 日本の 共 同体社会 で

は 、個人 一家族 一 中間団体 一国家権 カー
天皇制 へ と数珠の よ うに 切れ る こ と

な くつ な が っ て い た。

　共同体社会で は社会 は実体概 念で あ り、個 人は名 目概 念で あ る の に対 して 、

市民社会で は社会は 自立 した個 人 と 自立 した個人 との 間の 関係概念 として 存

在す る の で あ る 。
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　 なお 、 こ の 共 同体 的公共性 との 関係で つ け加 えて お きたい こ とは、 日本 に

は古 くか ら国 家権 力 とは 関係 な く、 親密 圏の 近隣地 域社会 （地 域ゲマ イ ン

シ ャ フ ト）に は 、 農作業な どに お ける 近隣扶助の 「結 い 」や 寺社詣で の 「講」

や 氏子集団の 祭祀組織 と して の 「宮座」 や 芸 能集団 の 「楽」 な どが あ り、 こ

れ らは権 力か ら 「無縁」の もの と して の 自治組織 と して 論じ られ て い るが 、 結

局は権 力秩序 の 末端 に 位置 づ け られ 、 権 力の 枠組み の なか で 共同体 的に 規制

され た 自治組織で あ っ た 。

　また 、民俗学や歴 史学な どに よ っ て 、古 くか ら人 々 の 間 に 自然に成立 した

相互 扶助組織や 生活環境や 自然環境 の保全や、ま た 「入会地」な どが あ っ て 、

共 同生活が成 り立 っ て きた こ とが 明 らか に され て きた 。 しか し、 これ らは共

同体の な か で の伝統的 な慣行 で あ っ て 、そ れ らは近代市民社会にお ける 自立

した私 的個 人間 に成 立す る言論 と行 動か らな る 市民的公共圏で の ボ ラ ン タ

リ
ー行 為 とは 、基本的 に 異な る も の で あろ う 。 社会が 近代化 さ れ る に つ れて 、

これ らさまざ まな伝統的 な 共 同体 的 な組織 は、市場 化 され た り、公共 化 され

た り、 またア ソ シ エ ー シ ョ ン化 され た りして 、 変化 して い くの で あ る 。

　現代 日本 社 会で は 、 市 民的 公共 圏 と共 同体 的 公 共 圏 とが 公 的公 共 圏 の 構成

をめ ぐっ て せ め ぎ台 っ て い る が 、 なお 共同体的な 中間団体で ある 各種業界組

織が族議 員 と連んで 利権構造 を守 る方向に 公 的公 共 圏 を誘導 し 、 日本社会の

共同体 的な同 調構造 を保持 し よ う と して い る 。 しか し同時に 、 こ うした 共同

体的な同調構造 に もとつ く公的公共圏を打破するための 動 きが 、 市民的公共

圏で の 選挙 ボ ラ ンテ ィ ア に支援 され た候補者が 当選す る とい う事態 の うち に

現れ て い る し、 また さ まざ まな 「新 しい 社会運 動」 や NPO 、　 NGO な どの 活

動の うち に も現れ て い る 。

4 ． 市場商品化 される生活世界か ら 「市民社会」 へ

　第
一

世代 の フ ラ ン クル ト学派 に属す る ホル クハ イ マ
ー

、 ア ドル ノ 、 そ し て

マ ル クー ゼ らにつ ぐ、第 二 世代 に属 する ハ
ー バ ー マ ス は 、 公共圏 の 自立性 喪

失の 原 因を現代社会の 全 面的な 商品化 に帰 した 。 こ の 論点 の 背後 に は マ ル ク

ス 主義が あ っ た 。 マ ル ク ス （主 義）に お い て は、 「市 民 社会」 は 「ブル ジ ョ ア

社会」で あ り、 「資本主義社会」 そ の もの で あっ た 。 商品化 され た高度大衆消

費社会 と して の 市民社会 に お い て は 、「教養 と財産」の ある ブル ジ ョ ア市民 に

よ る公共性 によ っ て 国家権 力は規制され る と した 占典的 自由主義の 時代は終

わ っ た の で ある 。 そ して 国 家 と資本 が公共 性 を独 占す る時代 がや っ て くる。

こ れ に対 して 労働者 階級が 批判 的公共圏 を 形成 して 対抗 して きた 。

　ハ ーバ ー
マ ス は 、 商品 化 と い う非人 間的な 植民地 的論理に 直面 して 「討議
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倫理が 日常生活 を民主化す る」 とい う命題 の もとに、「ブル ジ ョ ア 社会」概念

に代 え て 、 新 し い 市民社会概念 と して Zivilgesellschaftと して の 「市 民社会」

概念 を用い る よ うに なっ た 。 こ の 新 しい 「市民社会」 概念 は 、
ヘ

ー ゲル ＝ マ

ル クス 的な経済 的な視点か らの 「欲望 の体 系」 と して の 「市民社会」 概念 と

は 異な る。 こ の 市民社会概念 には、 もはや 労使関係 の 公共 圏は、含まれて は

い な い 。

　新 しい 「市民社会」 概念 は、ハ ー バ ー マ ス によれば 「マ ル クス 主 義的用 法

とは対照的に、私法に よ っ て 構成 され る 、労働 ・資本 ・商品な どの 市場によ っ

て 方 向づ け られ る 経済を も はや 含 ま な い 。 む し ろ 、そ の 制度的 中軸は 、社会

の 生活世界領域 にお け る公共的 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン構造 に対応 する非政府的 ・

非経済的連合体 （ア ソ シ エ ー シ ョ ン）や ボラ ン テ ィ ア諸団体 によ っ て 構成 さ

れ て い る 。 市民 社会は、多かれ 少な かれ 、 こ う した 自発 的に 成立す る さ まざ

まな団 体 ・組織 ・運 動によ っ て成 り立 っ てお り 、 こ れ らは社会的問題が どの

よ うに私的生活 領域 に影 響 す るか を観察 し 、 そ の 影 響 を純化 し拡大 し 、 公共

的領域に伝達す る 。 市民社会の 中枢 は、組織され た公的領域 の 内部で 、
一

般

的利害の 問題解決的討論 を編成す る諸連合 の ネ ッ トワ
ー

クで 構成されて い る 。

こ う した 〈 討論 構 想 〉 は、諸組 織 が そ こ に結 集 し、そ れ に連続 性 と永続 性 を

与え る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 本質的特徴を反 映する 、 組織化の 平等主義的 開

放形 態で ある 」（ハ
ーバ ー

マ ス 、 工
一 レ ン ベ ル ク β04）。

　ハ ー バ ー マ ス は、拡大 しつ づ ける市場 の グ ロ ーバ リゼー
シ ョ ン の もた らす

さ まざ まな社会 的諸問題 一 南北問題 の 拡大、環境 問題 、 地域経済の 衰退 、 そ

れ に伴 う企業倒産 と失業問題、貧富の 格差の 拡大、福祉政策問題 の 緊 急性 な

どな ど 一 が 私 的個 人の 生活世界領域 に 及ぼす影響 に対処するた め に 、 新 し

い 非政府的 ・非経済的ア ソ シ エ
ー

シ ョ ン の 連合 体 と して の 「市民社会」 論 を

提起 した の で あ る 。 市場経済の 生活世界 へ の 浸透 に と もな っ て 生 じる 経済的 ・

社会的諸問 題 、 言 い換 え れ ば 生活世界が 市場商品化 され る こ とに 随伴 して 生

じ る さ ま ざ ま な 諸問題
一

人間関係 の 希薄化 に伴 う孤独化や 自 己 中心 主 義 、

営利主義 、 社会性 の 欠如、金銭絡み の 犯罪 の 増大、 失業や 自殺 の 増大 、 生活

環境の 悪化、食品安全性問題、 自然 災害や交通事故な どな ど 一 に 対処す る

た め に は 、 もはや 市場経済 の 論理で は不可 能で あ る 。 現代の 「高 リス ク社会」

に対処す るた め には 「非 市場経済の 倫理 」が 必要で あ る 。だか らと言 っ て 、日

本 の あ る論者の よ うに 、戦前の 共 同体社会 を復権 させ る とい うの は 、 社会 の

進歩と して の 民 主化の 方向 に逆 らう もの で あ る 。

　今 日の NPO ，NGO や ボラ ン テ ィ ア 団体な どの 組織や活動 を支 え る 基本原理

は 、 利潤 と権力か ら自由な 「討議倫理 」 に も と つ く対 話コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
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で あ る 。 こ こ で 重要な こ とは 、 市民が 対等 に 発言す るた め には 、 そ の 発言が

経済的格差や 社会的地位の 違 い に よ っ て 妨げ られ な い こ とで ある 。 こ の よ う

な 要件に も とつ く非経済的 ・ 非政府的なア ソ シ エ
ー

シ ョ ン を組織原理 とす る

さ まざま な領域で の 継続的な ボラ ン テ ィ ア 活 動ある い は市民 活動 は 、 そ れ ぞ

れ 具体的な 課題 に取 り組み なが ら、最終的に は 経済社会 と政治社会の さ まざ

まな ル ール を改善させ る こ とに あ る とい う意味で は 、政治的で あ る 。そ れ ゆ

え に、 非経済 的 ・非 政 府的 「市民社 会」 は、 け っ して 非政治的で はな い 。

　 さ らに 、
ハ ー バ ー マ ス を越 えて 論 じなければな らな い こ とは 、 以 上 の 文脈

で の 「非経済的」 と い う こ とは 、 「非市場経済的」 の こ と で ある か ら、 非市場

経済 で あ る 「ボ ラ ン タ リー 経済」 あ る い は 「社会経済」 の ア ソ シ エ ー シ ョ ン

に つ い て 論じな ければ な らな い（佐藤、2002 ，参照）。 この よ うに 考え る と 、
「市

民社会」 は、資本主 義社会 に と っ て 代わ る もの で は な い が 、そ の 資本主義社

会の あ り方 に影響 を与え 、 そ の 全面 的な 市場商品化 に歯止 め をか け、生活 世

界 と コ ミ ュ ニ テ ィ の 再生 を 目指す こ と を 目的 とす る もの で あ る と言 え るの で

あ る 。

　 したが っ て 、 市民社会 を構成 して い る ア ソ シ エ
ー シ ョ ン個体群 を文化 的お

よび 社会的領域 に 限定す る必 要はな い 。 と うぜん、経済的お よ び政治的領域

の ア ソ シ エ
ー シ ョ ン を含むの で ある 。 もち ろ ん、こ の 場 合の 経済的お よ び政

治的領域 は 、非 市場的経済 の 領域 お よび公権 力 の 支配か ら自律 した 政 治的活

動 領域 を意味す る 。

　 なお 、 こ こ で 確 認 して お きた い こ とは 、 市 民社会 を構 成 して い る ア ソ シ

エ
ー シ ョ ン 群 の 価 値 観 は共 同体 社会 の よ う に 同質的で 排他的で は な く、多様

で あ り異質的で ある と い う こ とで あ る 。 そ こ で は 単
一

の イデオロ ギ ー だけが

幅をきか す とい う こ とは な い 。 さ まざ ま な価値観 が 複雑 に錯綜 し、競合 し拮

抗 し合 っ て 複雑 な重 層構造 を な して い る （千 葉 ，
U7 参照）。 しか し、こ こ で の

共通 の 価値観は 「討議倫理」 で ある 。 現実は さ らに 、 こ う した市民社会の 層

と共 同体社会 の 層 と、そ して 市場 の 層 と公的公共 圏の 層 とが複雑 に錯綜 した

「多重層構造」 を成 して い る の で ある 。

　市民社会 の 発展 と は 、排除 の 論 理や 力 の 論理 で はな くて 民主的な討議倫理

と公 開性 原 理 に よ っ て 、市民 的公共 圏を拡大 し、それ が 共同体社会の 層や 市

場 の 層や 公的公共圏 の 層 に 浸透 して い く こ とで あ る 。

5 ． 貨幣 と法の 擬制とボラ ンテ ィ ア活動

　市場化 と公 的公共 化の もた らす貨幣 と法 の 擬制 （fiction）の た め に、私 的個

人 の 人権は 必ず し も十分に 守 られ な い とい う視点か ら、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の
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意義を見 る こ とが 必要で ある 。 そ の こ とを とお して 市場化の もた らす非 人間

化 と 、 公的公 共化 の もた らす 同質化 の 傾向に対 して 、 私的個 人そ れぞれ の 人

格 の 固有性 ・異質性 を尊重す る 方向で の 活動が で き るの が 、 ボラ ン テ ィ ア 活

動 の 特性な の で あ る 。

　貨幣 と法 の 擬制 とは何か 。 貨幣は 、 私的個人そ れ ぞれ が も っ て い る 個人的

差異や 特性の い っ さい を捨象 して 、人 間 を抽象的な 同質的 な数値 と して 取 り

扱 う点にお い て 、
一

つ の 擬制をつ く りだ して い るの で あ る。 また法 に関 して

も 、 法を普遍的
一

般 的に 適用 する た め に 、 私的個 人 間の 差異性 を捨象 して 、

人間 を同質的な存在 として 想定 し、法 を画
一

的な 平等 主義 に も と つ い て 適用

す る とい う点 に お い て 、法は擬 制の うえ に成 り立 っ て い る の で ある 。 要す る

に 、 経済と法 の 世界 で は 、形 式的合理 主 義の ゆ え に 、 個 々 人 の も っ て い る 差

異性や個 別性 は捨象 され て しま うの で ある 。 こ の 世界 は非情な 世界で あ る。

　そ うで あれ ば、私的個 人の 差異性 に注 目 して 、 そ の 差異性 に も とつ い て 表

出され る個 々 人 の 根源的欲 求 を尊重 す る こ とが重 要 とな る 。 そ の欲求 に 対応

で き る の は 、 市場原理や国家の 法 の 論理か ら自由に 活動の で き るボラ ン テ ィ

ア活動で あ る 。 もち ろん 、 わ れわ れそ れ ぞ れ が 生 きて い る 生活世界で の 生活

の 大方 は、公的公共圏に よ っ て つ く られ て い る イン フ ラス トラ クチ ュ アや 教

育 ・
医 療 ・福祉な どの 公的制度 に よ っ て 支 え られ てお り、 また消 費生 活 は 市

場 に よ っ て 支 え られ て い る こ とは言 うまで もな い 。

　 しか し 、 重要な こ とは、 われ わ れ の 生活 は さ まざ まな人間関係 の ネ ッ ト

ワ
ー

ク に よ っ て 成 り立 っ て い る とい う こ とで ある 。 今 日、問題 にな っ て い る

の は 、 生活の イ ンフ ラや さまざまな 公的な諸制度 の 充実 も必要で あ り、 そ の

た め に はそ れ らの い っ そ うの 充実を求め る運動型 ボ ラ ン テ ィ ア活動 も必 要だ

が、同時に ある い はそれ 以 上 に 日常的な 生活 世 界 に お け る人 間関 係の ネ ッ ト

ワ ー クを豊 か にす る対人支援 型ボラ ンテ ィ ア活動が 必要とされる 。 豊か な人

間関係 をつ くる 動機 あ る い は キ ッ カ ケ は 、そ れぞれ の 個 々 人 の 問 題意識や 関

心や、 置か れ て い る個人的、社会 的状況な どによ っ て 異な るだろ うが 、 重要

な こ とは 、 豊か さ の 中で 生 じて い る対 人関係 に か らむ多 くの 社会的問題 は、

市場化 に 随伴 して もた らされ て きた 問題 で あ り、また そ れ らの 問題 は公的公

共政策に よ っ て も解決の で き な い 問題で あ る とい う現実認識で ある 。 これ ら

の 問題 を相互 に 認識 し連帯 して 活 動で き るの が 、さ まざ まな領域で の ボ ラ ン

テ ィ ア活動で あ る 。

　 したが っ て 、ボ ラ ンテ ィ ア 活動は 、市場や 国家 の 領域か ら退出 して 行 う活

動で は な い 。そ うで は な くて 、ボラ ン テ ィ ア 活動は、市場や 国家の もた らす

問題状況 を視野 に入 れ た活動で あ り、 そ の た め に市場と国家か ら自由な 自立
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した活動で ある とい う意味で 「ボ ラ ン タ リー な」 活動で ある 。 それ ゆ え に こ

そ、市民的公共圏 は 非市場経済的か つ 非政 府的活 動が行 われ る 「市民社会」で

あ る 。

　い ずれ に して も、後で 分類 の 基準 を示 すが、運 動型 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 にせ

よ 、 対 人 支援型 ボラ ン テ ィ ア活動 にせ よ 、 慈善型 ボ ラン テ ィ ア 活動にせ よ、 あ

る い は 自助型 ボ ラ ン テ ィ ア活 動に せ よ 、 さ らに 自己 充足型 ボラ ンテ ィ ア活動

に せ よ、そ れ らは市場や 国 家の 公的公共 性に 無関係 ・無関心 の 活動で は あ り

えない の で ある 。 こ れ らの ボ ラ ン テ ィ ア活 動 は 、 人 々 の 生 活 世界 を基盤 に し

て 、市場や 国 家 の 活 動を相対化 しな が ら行わ れ る、人 間 の 根源的欲求に根ざ

した活 動で あ る。なぜ な らば、述べ た よ うに、貨 幣や 法はそ の 擬制 の た め に、

個々 人 の もつ 根源的欲求に 応 え る こ とはで きな い か らで ある 。 ボ ラ ンテ ィ ア

活 動 は、国 家や市場で は 手の 届 かな い 「ニ ッ チ」 （間隙）を埋め る活動で は な

く 、 個 々 人の 根源的欲求に応え る 活動で あ る 。

6．ア ソ シ エ ー シ ョ ンの 発生 史的考察 一公共性の 構造転換
一
慈善か ら連帯へ

　論じて きた よ うに 、 現 実 の 社 会 の 金 体的な実相は 、 さ まざ まな価値 観 が 複

雑 に錯 綜 しな が ら多重 層構造 を な して い る の で あ る 。 そ うで あっ て も 、 歴 史

の 大きな流れ は、封建的 ・絶対主義的 な家産 制 国 家が 市民革 命に よ っ て 倒 さ

れ 、個 人 の 自由 と生命 ・財産 を尊重 す る 近代市民社会の 位 相 が が次第 に発展

して 行 く方 向に ある 。 この 近代市民社会 形成 の原動力 とな っ た の が、ア ソ シ

エ
ー シ ョ ン革命で あ っ た 。 ア ソ シ エ

ー シ ョ ン は 、閉 ざ され て い た 〈私〉 を 言

論 と行動を とお して 他者 とともに外 に向か っ て 開 くための 公共空問 で あ っ た。

　市民革命の エ ー ジ ェ ン トは 、 政 治 、 文芸 、 労働な どの 領域 で 形成 され た ク

ラブやサ
ー

クル な どの ボ ラ ン タ リ
ー ・ア ソ シエ

ー
シ ョ ン （自発的結社）で あ っ

た。 ア ソ シ 土一 シ ョ ンは、ル ネッ サ ン ス 、宗教改革 、 啓蒙思想な どの 人 間解

放の 思想 に影 響 され 、 権 力か らの 自由 を求めて 形 成さ れ た 。 フ ラン ス 革 命 を

後押 し した の もア ソ シ エ
ー シ ョ ンで あ っ た。

　フ ラ ンス 革命後 の 「ジ ャ コ バ ン ＝ ル ソ
ー

的」政府は、1791 年に ル ・シ ャ プ

リエ 法 を制定す こ とによ っ て 、中世 か ら存続 して きた、絶対権 力に よ っ て保

護 され て きた コ ル ポ ラ シ オ ン （ギル ド）な どの 中間共 同体 団 体 を解体 した 。

フ ラ ン ス 革命 は まず な に よ りも、人 と 人 と の 間 の 自由で 平等 な 関 係 を 出発

点 と した 。 こ の 自由で 平等 の 人 間関係 を形成す る た め には 、まず個人 を中間

共 同体 団体 か ら解放 す る 必要 が あ っ た 。 ル ・シ ャ プ リエ 法 はそ の た め の も

の で あ っ た 。 しか し、革命後 の 政府 は 、革命を後 押 し した アソ シ エ ー シ ョ ン

（結社）の 活動 を も制限 した り禁止 した りす るた め に、ル ・シ ャ プ リエ 法 を拡
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大解釈 して 適用す る よ うに な っ た 。 そ の ため に、革命運動 の 支柱 とな っ た 政

治的ク ラブ を除い て、 文芸や 文学サ ー クル、社交ク ラブ、相互 扶助団体、 労

働組合、そ して 宗 教団体や 教会活動な ど、ほ とん どの 中間集団は禁止 され 、 非

合法化 され た。

　か く して 、 法的 に は フ ラ ンス 社会は、個人 と 国家の 二 極構造 に よ っ て 構成

され た 中央集権的国家 と して 存続す る こ と に なる 。 したが っ て 、公共性は 国

家に よ っ て 独占され 、 ア ソシ エ
ー シ ョ ン とい う中間集団の 公共性 は公的 には

認め られ なか っ た の で ある 。 中間集団の 存在 を 否定する た めの 正 当化の 根拠

を、当時の 立 法者はル ソ ー の 思想 の うち に求めた 。
「一般意思 が十分 に 表明 さ

れ るた め に は、国家の うち に部分国家が 存在せ ず 、 各々 の 市民が 自分自身だ

け の 意 見 を言 う こ とが 重要で あ る」（ル ソ
ー

　，48）。 結局 、 ル ・シ ャ プ リエ 法は

資本家 の 活動 に 有利 に働 き 、 労働者 の 団 結に 不 利な 法で あ っ た。 こ う した状

況 に お い て 資本主 義産業化 が すす み 、 同時 に さ ま ざまな 社会問題
一

貧困、

失 業、 婦女 子 の 深夜労働 、 生活 環境 の 悪化 な ど
一

が 深 刻化 した 。

　 しか し、ル ・シ ャ プリエ 法 に もか かわ らず 、 現実に は さ まざ まな 領域で 多

くの ア ソ シ エ ー シ ョ ンが 形 成 され た 。 と りわ け 、 労働 者 アソ シエ
ー

シ ョ ンは 、

しば しば国家権力 に よ っ て 抑圧 され た が 、
「隠れ た ネッ トワ ー ク」と して 労働

者 間 の 相 互 扶 助 組織 と して 存続 した 。 また 、 民衆の さ まざ まなサ
ー

クル や ク

ラブ もつ く られ た 。 これ らの サ ー ク ル や ク ラ ブ は ア ソ シ エ ー シ ョ ン と して、

伝統 的な共 同体 的な コ ルポラシ オン （ギル ド） とは異な っ て 、 身分的上下関

係か ら自由な 諸個 人間 の 関 係 に も とつ い て形成 され て お り、 かつ 同時 に個 人

の 才能 を発掘 し育成す る役割を果た した 。 ア ソ シ エ
ー シ ョ ン は 「自立 と連帯

の 統合」 原理 に よ っ て 組 織 さ れ て い た 。 居酒屋 に 集 ま っ て シ ャ ン ソ ン を歌 う

サ
ー

クル か ら 、 シ ャ ン ソニ エ が巣立 っ て い っ た（喜安）。

　さ らに 、 フ ラ ン ス で はル ・シ ャ プ リエ 法 にか かわ らず、資本主義産業化 の

もた らす社会的、経済的諸問題 に 対峙 して 、 19 世紀前半に多 くの ユ
ー

トピ ア

社会主義思想が現れ 、そ れ に もとつ く実験 も行わ れ た 。 ア ソ シエ
ー シ ョ ン の

思想は 、 初期社会主 義の 思 想 と結び つ き 、 資本主義 に対抗する 大 きな思 想の

潮流 と な っ た 。

　そ の 思 想は 相 互 扶助 と連帯 を柱 と して い た。「自立 と連帯 の 統合1 と い う

ア ソ シエ
ー シ ョ ン の 基本原理 は 、こ の 時代 の 初期社会主義思 想 に そ の 源泉

を 見る こ とが で き る 。
こ の 自立 と連帯 の 統 合と い う思 想の 影響 を受 けて 、

共 同体 的な 中間集団は 、次第 にア ソ シエ ー シ ョ ン へ と移行して い くの で ある 。

「コ ル ポ ラシ オ ン か らア ソ シ ア シオ ン へ 」あ る い は 「親方徒弟制度か ら労働組

合 へ 」 の 移行 が起 こ っ た（佐藤 ，1998 ）。
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　 ハ
ー バ ー マ ス の 言 う 「公共性 の 構造転換」 は、 フ ラ ンス で は フ ラ ン ス 革命

に よっ て 、 絶対主 義的 ・貴族主義 的公 共 性 が打倒 され て 労働者 ・民衆 を も含

ん だ市民的公 共性 が現れ て きた こ とで 起 こ っ た。しか しこ の 市民的公共 性は、

ル ・シ ャプ リエ 法 に よ っ て 抑圧 され ざる をえな か っ た 。 述べ た よ う に、そ こ

に は個人 の 自由や 生命 を保障す る の は国 家で ある とす るル ソ ー の 社会契約思

想の 影響が 強く働い て い た 。 そ の 基本思 想 は 、 公 益 あ る い は 公共性 は 、 社会

契約 に よ っ て 国 家が独 占す る とい う考 え方で ある 。

　 しか し、フ ラ ン ス 革命後の 政治的状況は極右 （王政派）か ら極 左 （サ ンディ

カ リズム ）まで の 政党が 乱立 し 、 第三 共和制が成 立 （1870）する まで の 政治

は王 政 と革 命 の く りか え しの 歴史で あ っ た 。 また、ル ・シ ャ プ リエ 法に もか

か わ らず、階級闘争や労働運動が激化 した 。 産業化 と都市化 の 進行 と と もに 、

貧困や 失業 、 疾病や労働災害 、 生活環境の 悪化 な どの 社会 問題が深刻化 して

い っ た 。 これ らの 社会問題 を解決す る方法 には 、 イデ オ ロ ギー 上 の 対 立 が

あ っ た 。 それ は贈 与か 互 酬 （相 互 扶助）か 、 あ る い は慈 善か 連帯か の 対 立で

あ っ た。教会で あれ 国 家で あれ、 こ れ らの 問題解決の 方法は、贈与ある い は

慈善で あ っ た 。 資本主 義社会 の 貧富の 差は 必 然 で あ り 、 貧困 の リス ク を避 け

る ため に 慈善事業や福祉政策が遂行 さ れ た 。

　 こ う した 中央集権的な 政治体制 に対抗 して 、 そ して 資本主義産業化 の 生み

出す社会問題 に対 応する 形 で 現れ たの が 、 ユ
ー

トピ ア社会主 義思想で あ り、

そ れ に も とつ く実践行 動 で あ っ た 。 そ の 思 想家の 一
人 で あ っ た プルー ドン

（1809 − 65）の 思想は 、 相互 扶助主義 （mutualism ）と連合主 義 （federalism）
で あ っ た 。 そ して 連帯が 第三 共 和 国 の 基 本原 理 に な っ た 。 こ の 時代 に生き

た 社会学 者デ ュ ル ケ ム が 社 会連 帯主義 を掲げた こ とは 周 知 の こ と で あ る 。

連帯 は 、資本主義 の 原 理 で あ る 功利主 義 的個 人 主 義 に対 立 す る概 念で あ る

（佐 藤 、 2〔〕02）。

　以 上 の フ ラ ンス 革命後 の 政治的 ・経済的 ・社会的状況 を 「公 共 性」 と関連

して 整理 すれ ば、次 の よ うな 「公 共性 の 構造転換」 が 生 じた の で ある 。 まず

革命に よ っ て 絶対主義的 ・ 貴族主義 的な国 家公共性が解体 され 、 共和主 義的

な、 しか し中央集権的な国家公共性が 形 成 され る が 、同時 に 資本主義産業化

に随 伴 して 生 じて きた労働 問題 や社会問題 に 対 して は 国家公共政策で は十分

対応 しえず 、 労働者 階級 はル ・シ ャ プ リエ 法に よ る 抑圧 に もか か わ らず、

自 ら相 互 扶助 と連帯の ア ソ シ エ ー シ ョ ン を 形 成 して 労働者 （市 民）公 共 性 の

領域を拡大 して い っ た の で あ る 。 国家の 贈与や 教会の 慈善で はな く、仲間 同

士 の 相互 扶助 と連 帯 の ボ ラ ン タ リー 関係 と して の ア ソ シ エ ー シ ョ ン が 国 家

（公的）公共性 に 対 す る対抗的公共性 と して形成 された 。

一 17 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

佐　藤　慶　幸

　困難な状況 に ある 人々 に 手を差 しの べ る 支援救済 の ボ ラ ン テ ィ ア活 動は 、

贈与や慈善か らで はな く連帯か らで あ る 、とい う意識は初期社会主義思想 の

影響 を受 け た労働運動の 基 本理 念で あ っ た 。 よ り象徴 的に言 えば 、
「慈善か ら

連帯 へ の 」 構造 転換が 起 こ っ て きた 。

7 ． 第二 次 ア ソ シエ ー
シ ョ ン革命

　 こ こ で 第二 次 ア ソ シ エ
ー シ ョ ン革命 とい うの は 、主 と して 1960 年代後半

か ら先進工 業国 で 起 こ っ て きた 「新 しい 社会運 動」の こ と を意 味 して い る 。 世

界史的 に見れば、第
一

次、第二 次大戦は 、国家の 公 的公共 性支配 の 範囲が 拡

大され 強化 され た時代で あっ た 。 また植民地支配の 帝 国主義段 階で は、国家

の 公 共 的意思 決 定 は 国 民 の 頭 を飛 び越 え て 、 国 家 と資本 と の 間で な され 、

権 力か ら自立 した 自由な 論議の 場で ある 言論公共圏は 空洞化 し、また いつ の

間 に か 国 民は 国家 の 公 共 政策 を支持 す る と い う状 況 が も た ら さ れ て い た

（三 島、参照）。 こ の 段階 をハ ーバ ーマ ス に そ く して 言 えば、第二 の 公共性 の

構造転換 と言 う こ とが で きる 。 これ は、 自由主義的な市民的公共性 の 喪失で

あ り、 労働者の 批判的公 共 圏の 喪失で あ っ た 。

　資本主義 の 発展 は、階級闘争や 労働運 動を激化 させ たが 、 テ ク ノロ ジー の

開発 と と もに 資本主義 も 高度 に組織化 され 、社会が 高度大衆消費社会 に移 行

す る に つ れ て 、国家 の政策が 資本の 意思 に よ っ て 決定 され る事態が 生まれ た 。

こ こで 言 う資本 の意思 は 、 巨大組織の 意思 で ある 。 産業界 、 労働界 、 官界、学

界、政界、宗教界、マ ス コ ミ業界な どの 意見が忖度 され て 政府の 意思 決定 が

な され る 。 論 じた よ うに 、 日本 の 政府与党 の 政策は、そ う した団体の 意思 に

そ っ て 法案 がつ く られ 、 形 式的 に 国会の 論議 をへ て 、最終 的には 多数決で 決

まる 。 そ れ は 、 コ
ー ポラテ ィ ズム によ る 決定で あ り、国会 で の 審議 は形 式化

され た 儀礼 にす ぎな くな る 。

　 しか し、 先進工 業国は 、そ う した コ ー ポ ラテ ィ ズム 構 造 か ら 自立 し た 「新

しい 市民社会」 の 位相が 60 年代の後半か ら姿を現 して きた。 それ を社会学的

に 「再帰的近代化」 （reflexive 　 modernization ）と言 う 。 い ま まで の 近代化

を反省的に捉え直 し、近代化の 意味の根源 に溯 っ て 近代化 を進 める こ とを再帰

的近代化 と言 う 。 近 代化 の 意 味 の 根源 は 、 人権思 想で あ り、差異の 尊重で あ る 。

　それ まで の 資本主 義産業化は 、 人種差別、性差別、年齢差別、マ イ ノ リテ ィ

の 差別 、 人 権無 視 、 環 境破壊な どの うえ に進展 して き た 。 ア メ リカ合衆 国で

こ う した差別 が根本的 に 問われ 始め た の は60年代 に な っ て か らで あ る。そ れ

まで の ア メ リカ資本主 義は、人種差別や性 差別 を 自明の 構造 と して 発 展 して

きた 。 60年代 にな っ て 、 こ う した 自明 の 構造 を 問 う運動が始ま っ た の で あ る 。
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　 公 民権運 動、 性革命、対抗文化運動、大学紛争、ベ トナ ム 反 戦運 動、反 原

発 運 動 、 そ して 資本主義 の 高度化 に 伴 っ て 現れ て き た環境破壊 に 対す る 公 害

反 対 運動な どな どは、明 らか に階級闘争や労働運動 とは違 う。 これ らの 運動

は 、 そ れ ま で の 差別 を 自明な もの と した特 権的な ブル ジ ョ ワ市 民 的公 共性

（人種差別 や 性差別 を前 提 と して公 共性）を批判す る とい う点で 、対抗的 あ る

い は批判的公共性を 目指して い る 。 もち ろん、 こ れ らの 運動 を担 うエ ー ジ ェ

ン トは 、 そ れ まで の 既 得権構造や 階級構造 や人 種差別構造、そ して 性差別構

造 を 自明 の もの と して きた 国家権力や企業権力を批判 の 対 象 と し 、 それ らを

言説 に お いて 、 とき には 「象 徴 的暴 力」 にお い て 、か つ 公 開 にお い て 批判す

る。 こ の運 動 を 「第二 次 ア ソ シエ
ー シ ョ ン革命」 と名づけ よ う 。 ハ ー バ ー マ

ス の 提起した 「市民社会」（civil　society ）概念や 本論で論 じて き た 「市民 的公

共 性」 概 念 は 、 第 二 次 ア ソ シ エ
ー シ ョ ン 革命 と と も に現れ た概念 で あ る 。

　 日本 に関 して 言 え ば 、 第
一
次ア ソ シエ ー シ ョ ン革命は、終 戦後 さ まざ まな

ア ソ シ エ
ー シ ョ ン （結社）の 湧 出 した とき で あ る 。 こ こで 公共性 の構造転換

が起 こ っ た。第二 次 ア ソ シ エ
ー

シ ョ ン革 命は、ア メ リカ や ヨー ロ ッ パ の 影響

を受 けて 、高度経済成 長の もた らした公害反対運動 、 大学紛争 、 人種差別や

性差別反 対 、 人権擁護な どの 運動 、 そ して 今 日の NPO や NGO な どの 市 民 運

動や ボラ ン テ ィ ア活動な どと して 展開 され て い る 。 こ れ らの 運動 は 、 国 民で

はな くて 市民 の 「連帯 と して の 運 動」 で あ る 。

8 ． ア ソ シエ ー シ ョ ンの 原理 とボ ラ ンテ ィ ア活動

　 さ まざまな （ボ ラ ン タ リー）ア ソ シ エ
ー シ ョ ン 個 体群 か ら形成 され る 公 共

空間 （これ は地 域 概念で は な くて 、 あ く まで も機能概 念で ある こ と に注 目

すべ きで ある ） を 、 わ れ われ は市 民的公共圏 と呼ん で き た 。 こ の 領域 に は、

さ まざ まな ボ ラ ン タ リ
ー行為 とそ の ア ソ シ エ

ー
シ ョ ン が含 まれ る が 、 こ こで

は 四 つ の 領域 に分類 して お こ う。 分類す る場合 の 分析軸 と して 「手段 的 一表

出的」 行 為 軸と 「自己
一
他者」 志 向軸を ク ロ ス す る と四 つ の 象元 が で き る

（佐藤、 1999）。

（1）「表 出的で 他者志向の ボ ラ ン タ リー行為」。 これ を慈善型 ボ ラン テ ィ ア 活

　　 動 と名づ ける 。 こ れ は主 として 宗教的な 信念 に も とつ い て 行われ る対人

　　 支援奉仕型ボ ラン テ ィ ア活 動で あ る 。 教会や 寺院が行 っ て き た生 活 困窮

　　 者 の 支援活動が こ の 類型 に 入 る 。

（2 ） 「手段的で 他 者志 向の ボ ラ ン タ リ
ー行 為」。 こ れ を支援 ・運動型ボ ラ ン

　　 テ ィ ア 活動 と名づ け る 。 た とえば、災害 、 介護、医療、 出産や育児、学

　　 習な どの 生 活支援ボ ラ ンテ ィ ア活動 と、反公害、 反原発運動、環境保護
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　　 運 動、入権擁護運動、性差別 ・人種差別反対運動 な どの 運動型 ボラ ン

　　 テ ィ ア活 動が こ の 類型 に入 る。

（3） 「手段的で 自己 志向の ボ ラ ン タ リー行為」。 これ を共助 ・自助型 ボ ラ ン

　　 テ ィ ア活 動 と名づ け る 。 例えば、 さ まざまな 自助グル ー プの 活 動や 労

　　 働組合 、 協同組合、共 済組合、経営者団体、職業団体、学会や 研究会 な

　　 どの 活 動が 含まれ る 。

（4 ）「表 出的で 自己 志向の ボラ ン タ リ
ー行為」。 こ れ を 自己充足型ボラ ン テ ィ

　　 ア 活動 と名づ ける 。 文学や 演劇や音楽な どの サ
ー

クル 、 社交 ク ラブ、ス

　　 ポー ツや リク リエ ー シ ョ ン の サ ー クル 、趣味や ゲー ム の ク ラブな ど、さ

　　 ま ざ まな もの が 含まれ る 。

　本稿で は 、 ボ ラ ンタ リ
ー行為 （voluntary 　action ）とボ ラ ンテ ィ ア活動 を

ほぼ 同義語 と し て 用 い て い る 。 しば しば 、 ボ ラ ンテ ィ ア活動 と社会運動は と

も にボラ ン タ リ
ー行為で は ある が 、 社会運動はボ ラ ン テ ィ ア活動で は な い と

い う見解が 示 され て い る が 、こ こで は 社会運動 を運動型 ボ ラ ン テ ィ ア活動 と

した。 そ こ で 問題 にな る こ とは 、 ボラ ンタ リー 行為 とは 何か、ア ソ シ エ ー シ ョ

ン とは何 か 、 とい う こ とで ある 。 本稿で 言 うア ソ シ エ ー シ ョ ン とは 、 基 本 的

に ボラ ン タ リ
ー ・ア ソ シ エ

ー
シ ョ ン の こ とで ある 。

’

　筆者 の ア ソ シエ
ー

シ ョ ンの 定義 は次の よ うで あ る 。 すな わ ち 、 ア ソ シエ
ー

シ ョ ン とは 「入 々 が 自由 ・対等 な資格で 、か つ 自由意思 に も とつ い て ボ ラ ン

タ リー （自発的）に、 あ る共通 目的の ため に結び合 う非営利 ・非政府の 民主

的な協 同の ネ ッ トワ ー ク型 組織 で あ る」 と 。

　こ こ で 言 う 「民主 的」 とは 、 組織の 意思 決定は メ ンバ ー
問の 対話的討議 に

よ っ て 、 で き る か ぎ りの 相 互 理解 の も と に行わ れ る こ と を意味 して い る 。
「非

営利的」 と は 、 私企業の よ うに利潤の 最 大化 をは か り、資本の 増殖 を 自己 目

的 とす る経済で はな くて 、 メ ンバ ー が相互 に連帯 しなが ら助け合 っ て、相互

の 生活 の 維持 ・向上 を は か る ため の 協同の 経済 を意味する 。 そ して 、
「ボ ラ ン

タリー
」 とい うこ との 意 味は 、 定義か らも分か る よ う に、国家 と企業の 論理

か ら自由で あ る とい うこ とで あ る 。

　「自発的」 （ボ ラ ン タ リ
ー） と い う こ とが、 しば しば 「自らの 意思 によ っ て

自分の 責任で 行 う」 とか 言 うよ うに 、 きわ めて 曖昧 に理解 され て い る場合が

多い が 、 この よ うな定義で は、国家権力か らの 自律は意 味され な い し 、 そ れ

ど こ ろ か国 家権 力 に 自発的 に 貢献 し、また服従す る とい う こ と も 「ボラ ン タ

リ
ー

」 とい う こ と に な っ て しま う 。 だか ら、 しば しばボ ラ ン テ ィ ア活 動 の

「危 うさ 」 が指摘 され る の で ある （中野）。 こ れ は 、明 らか に 「ボラ ン タ リ
ー

」

の ミス リ
ー ディ ン グで あ る 。

「ボラ ン タ リー
」 とい うこ とは 、 国家権 力か ら自
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由で あ り 、 営利主 義か ら も自由で あ る と い う こ とで ある 。

　 さ らに 重要な こ とは、「ボ ラ ン タ リー な意思決定」ある い は 「ボラ ン タ リズ

ム 」は 、自己 中心 的な独我論的な 自由意思 論 を意味す るの で はな く、「他者へ

の 自由」（井上）、ある い は他者へ の 配慮 を踏 まえ て の 、 他者肯定的な意思決定

で あ る とい う こ とで ある 。 ボラ ン テ ィ ア 活動は まさ に 、 こ の よ うな ボラ ン タ

リズム を基 本原理 と して 行われ る も の で あ ろ う。他者 へ の 支援 は 、 慈善や 温

情か らで はな く、他者との 連帯の ため に行われ る の で あ る 。 こ の 他者 と の 連

帯が ア ソ シエ
ー

シ ョ ン で ある 。

　 ア ソ シ エ
ー シ ョ ン は、「人 と人 とが 出会 い 、と も に語 り 、 理解 し合 い 、結び

合い 、そ して 共 に 行 う、 相互肯定的な 関係」で ある 。 語源的 には、ア ソ シ エ ー

シ ョ ン は、人 と人 とを結び つ け る とい う動詞的な関係概念 で あ り、そ の 関係

はつ ね
丁
に 「流れ」 として ある関係で あ る。 ボラ ンテ ィ ア活 動 は 、人 との 関係

に お い て 固定する こ とはな く、つ ね に流れ の 中で 変化 と して い く活動で あ る 。

　多 くの ボ ラン テ ィ ア活 動は、そ れ 自体 が ア ソ シ エ ー シ ョ ン 団体 を基盤 とす

る活動で ある と同時に 、 た えず他者 との 新 しい 関係 と して の ア ソ シエ ー シ ョ

ン を形成 して い く活動で も あ る 。 ア ソ シエ ー シ ョ ン の メデ ィ ア は、貨幣で も

権 力で もな く、対話で あ り信頼で ある 。 そ の 関係は、法 の 上 で の 関 係に も、 ま

た貨幣 とい う無 人格的な 関係 に も還元 で きな い 、個別的な 人格 と人格 との 具

象 的な 関係 で あ る 。 こ の 具 象的 な 個別 的 な 自己 と 他者 と の 相互 作用 関係

（reciprocity ）を形成で きる の は 、公権力の つ くる 公共 圏や 利害関係で 動 く市

場 か ら 自由に状況適応的 に 、自己 と他者 とが 、あ る 主題 を媒介に して 相互 に

結び合 う こ との で きる ボラ ン テ ィ ア 活 動で ある 。

　ボラ ン テ ィ ア活 動 は、基本的 に は 国境 を越 え、 市場 を越 え、差別 を越 える

と こ ろ の 、人類 に 共 通 な共 約 可 能な 人 と 人 と の 相互 肯定的な知 ・情 ・意 の 関

係 を築 く活動で ある 。 こ うした関係を切 り裂 くの が 、 国家間 の 紛争で あ り、宗

教的対 立 で あ り、 資本 間の 戦い で あ る 。 ボラ ン テ ィ ア活 動は 、 平和 を求める

活動で あ る 。
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                              Abstract

    In this paper, I would  like to define the publics as  the open  social  spaces  where

each  individual opens  one's  own  private life outward,  and  practices discourses and

actions  based on  the ethics  ofcivil  society,

    Then  I propose the three types  of  civil, officia]  and  communal  publics, and

discuss the relationship  among  them.

    
"Civil

 society"  used  here is characterized  by civil publics which  are  consisted

ofthe  population ofnon-profit  and  non-governmental  associations.  It is, therefbre,

diflerent from 
"bourgeoisie

 society"  based on  the  capitalistic economy  model,  Civil

society  is non-eapitalistic  structure  in capitalistic  society.

    The great stream  ofhistory  is toward  civil society  to respect  human  rights  from

feudal and  absolute  society  where  the freedom ofindividual  was  suppressed.  HistoricallM

the first structural  transfbrmation ofthe  publics was  achieved  by civil revolution.  The

second  transfbrmation  took  place in the  age  of  impeTialism when  ciyil publics were

denied. The third transfbrmation  has begun  after  1960's through 
"new

 social
         )} t
movernents  . In this paper, the associational  revolution  mear}s  the volunteer  revolution,

keywords:

three types ofpublics,  civil  society,fiction  of  law, association,  volunteer.
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